
 

 

 

 

 

自立した学習者の育成 

～ 学 び の 進 化 ～ 
清瀬第三中学校 副校長 渡辺 千寿 

ご存じの方もいらっしゃるかと思いますが、現在、次の新学習指導要領改訂に向けて、有識者会

議の中で論点の整理が行われているところです。学習指導要領とは、文部科学省によって、学校教

育をどのように行っていくべきか、その具体的な内容がまとめられたものであり、時代の変遷に合

わせ、これまで約十年に一度のペースで改訂されてきました。 

現行の学習指導要領は、中学校では令和３年度に全面実施となりました。当時は、新型コロナウ

ィルスや国際情勢の不安定化、生成 AIの急速な進化と普及等、世界規模でこれまでの生活や価値

観を揺るがすような出来事がありました。そのような状況の中で学校現場に目を向けると、GIGA

スクール構想の実現により、学びのデジタル化が急速に進展してきました。清瀬市でも令和３年度

に全小中学校にタブレット端末が配布され、ICTの活用が日常化し、今では授業だけでなく、教育

活動全体を通じてタブレット端末の活用がされるようになりました。 

次の新学習指導要領には複数の論点がありますが、その一つが「デジタル学習」についてです。

新学習指導要領では、「デジタル学習」が学習の基盤となり、今後ますます「生徒主体の学び」へ

と進化していきます。そこで、今、学校教育で大切なことは、生徒たちが『主体的な学び』を展開

していけるようにしていくことです。そのためには、生徒たちの主体性を促すだけでは、学校は役

割を果たしたことにはなりません。学校は授業において個別化・個性化を重視するとともに、学級

集団で協働的な学びを充実させ、そしてその両者を融合させて効果的な学びへとつなげていきま

す。そして将来、生徒たちが目的やその時の状況に応じて適切な方法を選択しながら学んでいける

ようにすること、その姿が「自立した学習者」なのです。 

学校は、多様な考えや価値観をもった人々で構成されています。こうした環境の中で学ぶこと

で、個別最適な学びだけでなく、協働的な学びへと学びを広げていくことができます。これは、家

庭や学習塾では体験することのできない学校ならではの学びの形です。今年度、本校は「都のデジ

タル実践校」として、デジタルを活用した学びを研究していきます。そのような新しい学びの中で、

本校では、この学校ならではの学びの形を大切にしながら、多様な仲間との学習により、新たな考

えを知り、自己を高めていく、「自立した学習者」の育成を目指してまいります。 
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今年度、三中では将来教員を目指す「教育実習生」４名を受け入れ、３週間の教育実習を行いました。教

科指導を中心に、様々な教育活動を通じて生徒と関わり、実践を通じて教育について学びました。 

全国的に教員志望者が減っている中ですが、教員として働くことのやり甲斐を感じて、将来教職の道に進

んでくれたら嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の予定 
１日(火)職場体験 ２年生 
２日(水)職場体験 ２年生 
    水泳指導①②３年生 ②③F 組 ③④１年生 
３日(木)職場体験 ２年生  
４日(金)⑥修学旅行保護者説明会 ３年生 
７日(月)全校朝礼・安全指導・学納金引き落とし日 
    学校運営協議会  
８日(火)教育委員会学校訪問(③④授業視察) 
９日(水)水泳指導①②３年生 ②③F 組 ③④２年生 
    小中連携合同研修授業入れ替えあり 
    部活動再登校１６時 

１０日(木)避難訓練 
１１日(金)⑥カット 専門委員会 中央委員会 
１４日(月)生徒会朝礼 
     校内研修研究授業⑤⑥カット 
     部活動再登校１６時 
１５日(火)①カット 

 

教育実習を終えて～教育実習生から三中生へ～ 

１６日(水)水泳指導①②３年生  
②③F 組 ③④１年生 

１７日(木)大掃除 
１８日(金)終業式 
２２日(火)夏季休業日始 
     三者面談始 

 夏季補充教室始 
学校図書館開放日（午前 11 時～正午） 

２４日(木)夏季補充教室終 
２８日(月)学校図書館開放日（午前９時～午前１０時） 

３１日(木)三者面談終 

授業を通して、「伝えること」の難しさと同時に、
「伝わること」の喜びを感じました。説明の仕方
ひとつで反応が変わったり、問いかけに頷いてく
れる姿に励まされたりと、心の充実を感じる日々
でした。また、生徒のまっすぐな言葉や反応に、
新しい視点や気づきを得ることがたくさんありま
した。教える立場でありながら、私の方が多くの
ことを学ばせていただいたと感じています。この
実習での経験は、私にとっての宝物です。 

国語科の実習生 

相手の立場に立って伝えることを経験できた３週間だ
ったと思います。自分にとっての分かりやすいや伝わ
りやすいが相手にとっては、そうでないなど新たな視
点を取り入れられました。また、中学生は思っている
以上に素直で、でもよく見ている存在だと感じまし
た。３週間で自分の当たり前がアップデートされたと
思います。   

英語科の実習生 

今回の教育実習を通して、授業の構成の工夫や生徒
との関わり方、教師としての立ち振る舞いなど多く
のことを学びました。授業では、生徒が主体的に学
べるように内容や進め方を考えることの大切さを実
感しました。また、生徒との信頼関係の築き方やコ
ミュニケーションの工夫を学ぶことができました。
さらに、教師として見られている意識を常に持ち、
言動や立ち振る舞いにも責任が伴うことを強く感じ
ました。この実習で得た経験を今後に活かしていき
たいと思います。ありがとうございました。 

体育科の実習生  

授業づくりを学びました。今まで、大学の模擬授業で

しか授業をやったことがなく、自分の中学・高校時代

の記憶で授業をつくっていました。実際に教育の現場

に立ち、見学やご指導をいただき先生方の工夫を知る

ことができたので、今後もこの経験を活かしていきた

いです。             数学科の実習生 


